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                  団体名 NPO法人フードバンク八王子えがお                       
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▼報告書の扱い、および記入にあたっての注意点 

この報告書（精算報告書以外）は、ホームページなどで公開する予定ですので、広く読まれることを想定してご記入ください。また、編集段

階で、表記・表現等を事務局で編集する場合がありますので、あらかじめご了承ください。語尾の表現は「です・ます」調でお願いします。報告

書に掲載するため活動の内容がよくわかる写真（２枚程度。写真の肖像権問題がないものの提出をお願い致します）を添付して下さい。 

 

１．助成プロジェクト名 
生活困窮世帯へのゆうパック活用による食料配送事業 

２．団体の概要（創設の経緯、創設時期＝法人で、法人化前に任意団体での活動がある場合、その段階からご記入ください。
会員数など。１８０文字程度まで） 

 
 
 

 

３．プロジェクトの目的とその背景（※応募申請書に記載のものでも可）  ２５０文字程度まで 
ひとり親世帯や低年金の高齢者世帯、非正規労働・長時間労働の現場で低賃金に悩んでいた
り、長引くコロナ禍で失業、心身の健康をそこなった若者や一家の大黒柱の人々たちの多いこ
とに驚きあきれました。そんな方々を少しでも支えて、希望を持っていただきたい、お互い様の 
精神で支えたいとねがっての活動です。 

 

４．プロジェクトの内容（※当初予定と変更がない場合は、応募申請書に記載のものでも可） ３００文字程度まで 
生活困窮世帯への毎月一回、原則 6回までの食料支援をおこないます。基本は白米 5キロに、パスタレトルト食

品や缶詰類、海苔などの乾物、菓子類、お茶、コーヒーなどの嗜好品、みそ醬油、さとうなどの調味料、その他 

お届けする世帯の人数、年齢を考えて箱詰めします。 

セットが済んだものを、事務所受け取り、ボランティア方の配送、遠方の方には宅急便でお手元にお届けします。

私たちの能力を考えて、八王子市内に限定した活動です。 

 

５．プロジェクトの実施で得られた「結果」(OUTPUT。実施回数や参加者数など)、「成果」(OUTCOME。事業によって生まれ

た直接的な変化)、「社会的な変化」（IMPACT。事業が社会に与えた影響）などの『効果』 ３００文字程度まで 
2021年度に比べて食品出庫量は２５２４１kgから 30431kg と約 1..2倍に増え、世帯数も毎月５０～６０。コロナ以

前の毎月 30前後とはおおきなちがいです。真如苑さまからの助成金額が増えた 2022年度は、高齢スタッフが多

い「えがお」にとって誠にありがたかったです。この間、「えがお」の存在は㏋や、様々な場所でのフードドライブ活

動でかなり知られるようになりました。セーフティーネットとしての役割を少しでも果たせているのではとかんがえま

す。 

 

2014,2015 と続けて子供の貧困問題を母親団体の大会で学習し、実際にフードバンク山梨の

見学をしました。そして八王子にも必要と意見が一致し、幅広い団体個人によびかけて、

2016.3 フードバンク八王子えがおを設立しました。2017.3には NPO法人として活動を開始、 

会員数 250人の団体になりました。 



     

６．プロジェクト実施にあたっての課題、今後の展望など ３００文字ま 
食料支援を必要とする方々は食の困難と同時に、職の不安、健康の不安、子育ての不安、住居の不安等々実に

多くの困難に日々苦しんでいることが支援活動の中で明らかになってきました。「えがお」の力の無さを痛感するこ

とが多々あります。行政とつながりを強め、個々のケースに合う適切な支援を求めていく必要があります。 

２０２３年度は、宅配便代をどこから捻出するかが当面の課題ですが、困った時はお互い様をモットーに、困っ

ている方々へ寄り添っていけるようスタッフ一同心と力を出し合ってすすみたいです。 

 

７．参考資料：プロジェクトで作成したチラシ、パンフレットやマスコミで紹介された記事等の現物またはコピー、活動
状況の写真などを、“必ず”、別途、ご提供ください。

 






